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「主体的・対話的で深い学び」を実現する
ICT活用指導力の育成を目指した授業改善に係る実践研究

西 崎 毅

要約
本研究は，学校教育における「主体的・対話的で深い学び」の実現に有効な，教員の ICT活用

指導力の育成を目的として，大学教職課程における授業改善の取組を整理したものである。
GIGAスクール構想（以下，「G構想」と言う。）の進展を背景に，教員養成段階での ICT活用

指導力の育成は喫緊の課題となっている。本研究では，文部科学省の「教員の ICT活用指導力
チェックリスト」に基づくカリキュラムマップを作成・公表するとともに，各種 ICTツールを
活用し，協働学修や思考の可視化を重視した授業実践を行っている。
これらの取組により，学生の主体的な授業参加意識の向上や対話的学修の促進が見られ，ICT

活用指導力についても体験的理解が深まっていることが確認された。
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⚑ はじめに

ICT の急速な進展を背景に，社会のあらゆる分
野においてデジタル・トランスフォーメーション
（以下。「DX」と言う。）が進行している。我が国
の学校教育においては，2019 年 12 月に，子ども
たち一人ひとりに個別最適化され，創造性を育む
教育 ICT 環境の実現に向け，児童生徒向けの⚑
人⚑台端末と，高速大容量の通信ネットワークを
一体的に整備する G 構想がスタートした。G 構
想は，その後コロナ禍を経て加速化し，文部科学
省が取りまとめた「令和⚔年度義務教育段階にお
ける⚑人⚑台端末の整備状況」によれば，2019 年
度末時点において，ほぼすべての自治体において
義務教育段階の整備が完了している。高等学校に
ついては，旺文社が 2022 年度に行った「全国の高
等学校における ICT 活用状況についての調査」
では，生徒用のモバイル ICT 端末を導入してい

る高等学校は 88.6％，うち「⚑人⚑台」配備の割
合は 76.4％となっている。
法制面では，高度情報通信ネットワーク社会の

発展に伴い，学校における情報通信技術の活用に
より学校教育が直面する課題の解決及び学校教育
の一層の充実を図ることが重要になってきている
ことに鑑み，全ての児童生徒がその状況に応じて
効果的に教育を受けることができる環境の整備を
図るため，2021 年⚙月に「学校教育の情報化の推
進に関する法律」が施行された。本法律の第⚓条
には基本理念として次の⚖点が示されている。①
情報通信技術の特性を生かして，児童生徒の能力，
特性等に応じた教育，双方向性のある教育等を実
施すること，②デジタル教材による学習とその他
の学習を組み合わせるなど，多様な方法による学
習を推進すること，③全ての児童生徒が，家庭の
状況，地域，障害の有無等にかかわらず学校教育
の情報化の恵沢を享受すること，④情報通信技術
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を活用した学校事務の効率化により，学校の教職
員の業務負担を軽減し，教育の質を向上させるこ
と，⑤児童生徒等の個人情報の適正な取扱い及び
サイバーセキュリティを確保すること，⑥児童生
徒による情報通信技術の利用が，児童生徒の健康，
生活等に及ぼす影響に十分配慮すること。
こうした中，学校の教員には ICT 活用指導力

を身に付けることが喫緊の課題となっており，と
りわけ養成機関である大学の教職課程には確実な
取組の実践が求められている。このため，文部科
学省では，2020 年に G 構想に対応できる教員の
確実な養成を期し「学校の ICT 環境整備の充実
に対応した教員養成等の充実について（通知）」に
より，ICT活用指導力の育成に係る教職課程の改
善・充実を求めている。また，同年，中央教育審
議会初等中等教育分科会教員養成部会は，「教職
課程における教師の ICT 活用指導力充実に向け
た取組について」を取りまとめ，①G構想の加速
により，児童生徒「⚑人⚑台端末」の教育環境が
実現することで，遠隔・オンライン教育を含め，
ICTを活用しながら，児童生徒の個別最適な学び
と協働的な学びを実現していくことが重要である
こと，②教師を支援するツールとして ICT を活
用するとともに，児童生徒の情報活用能力の育成
に関する指導法だけでなく，ICTを活用して「主
体的・対話的で深い学び」の実現に向けた授業改
善をしていく力を身に付けていくことが求められ
ることを示した。さらに，「教員の ICT 活用指導
力チェックリスト」（文部科学省）（以下，「チェッ
クリスト」と言う。）の各項目を含んだ「カリキュ
ラムマップ」の作成等を通じて各授業科目におけ
る ICT 活用指導力育成のための具体的な取組を
するよう求めている。
大学の教職課程においては，初等中等教育段階

の G 構想下で学習を続け入学してきた学生が違
和感なく学修を進めることができるよう，また，
教員に必要な ICT 活用指導力を学生が確実に身
に付けることができるよう授業改善を行うことが
最重要課題となっている。
本稿は，こうした課題意識から，ここ数年進め

てきた担当教科（「教育史」，「教育原理」，「教育課
程論」，「総合的な学習の時間の指導法」）における
実践とその成果と課題をまとめたものである。
以下，本研究においては各種ソフトウェア等の

表記を次の（ ）のとおりとする。
・パーソナルコンピュータ（PC）
・チームコラボレーションツール（TCツール）
・プレゼンテーションソフトウェア（P ソフト
ウェア）

・ワープロソフトウェア（Wソフトウェア）
・オンラインフォーム作成ツール（OFツール）
・ホワイトボードアプリ（WBアプリ）

⚒ 授業改善の取組

⑴ 授業形態及び ICT 環境
ア 使用機器
①タブレット（iPad Pro 12.9"）（iOS）（私物）
② PC（Windows）（大学の整備による）
③ワイヤレス接続キット（情報端末↔
RGB/HDMI 端子）（私物）

イ ソフトウェア（大学の整備による）
①TCツール Microsoft Teams
② W ソフトウェア・表計算・P ソフトウェア
Microsoft Office 365

③ OFツール Microsoft Forms
ウ Wi-Fi 環境（教室内に整備されたWi-Fi）
エ 投影装置 教室に整備された液晶プロジェク
ター及びスクリーン（いずれも天吊）

オ 使用機器とプロジェクターとの接続 RGB
及びHDMI（いずれもワイヤレス接続）

カ タブレット使用の理由
①スタイラスペンによって画面に任意に文字や
描画を付加することができる。

②画面のピンチアウトを容易に行うことが可能
なことから学生の提出した思考課題等の学修
の成果物を，他のすべての学生が判読できる
ように任意に拡大してスクリーンに投影する
ことができる。

③ワイヤレス接続を行うことで机間巡視による
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個別指導と並行しながらも手元でタブレット
の諸機能を活用することができる。

キ 学生側に求める対応
授業においては PCとスマートフォンの双方

を活用した学修活動（参考資料の閲覧や思考課
題等へのテキストの打込等）を基本としており，
学生には BYOD 方式により双方の機器の持参
を義務付けている。本学では，PC について，
入学時に一定のスペック提示し学生個々による
整備を推奨している。

ク 授業形態
「主体的・対話的で深い学び」を実現するため
にすべての授業において座席を指定し，協働学
修のための⚔名のグループを構成している。各
グループは授業回⚕回ごとに生成AI を活用し
て更新している（資料⚑）。

⑵ 授業改善の取組
取組⚑：「チェックリスト」（文部科学省）の項

目に基づいたカリキュラムマップの作成と公表
⚑で記述した 2020 年の中央教育審議会初等中

等教育分科会教員養成部会による「教職課程にお
ける教師の ICT 活用指導力充実に向けた取組に
ついて」に基づき，教職課程の全科目について学
生の ICT 活用指導力を効果的に育成するための
カリキュラムマップを作成し，大学のホームペー
ジ（教職課程情報公開）に公表している。
具体的なチェックリストの項目は以下のとおり

である。

【A 教材研究・指導の準備・評価・校務などに
ICTを活用する能力】
A1 教育効果を上げるために，コンピュータ

やインターネットなどの利用場面を計画
して活用する。

A2 授業で扱う教材や校務分掌に必要な資料
を生かしたり，保護者・地域との連携に必
要な情報を蓄積したりするためにイン
ターネットなどを活用する。

A3 授業で必要な教材や帳票資料・試験監督
や講務分掌などで必要な文書資料などを
作成するために文書作成ソフト，表計算
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ソフトやプレゼンテーションソフトなど
を活用する。

A4 学習状況を把握するために児童生徒の作
品・レポート・ワークシートなどをコン
ピュータなどを活用して記録・整理し，評
価に活用する。

【B 授業に ICTを活用して指導する能力】
B1 児童生徒の興味・関心を高めたり，課題を

明確にしたり，学習内容の定着を図るため
に，コンピュータや提示装置などを活用し
て教材などを効果的に提示する。

B2 児童生徒の理解の差異・考え方・技能など
の違いに対応するために，コンピュータや
提示装置などを活用して児童生徒の意見
などを効果的に提示する。

B3 知識の定着や技能の習得をねらい，学習内
容の繰り返しや習熟・発展的な学習を促す
ために，コンピュータや教材提示装置など
を活用する。

B4 グループで話し合ったり，協働して課題や
作品などを制作したりするなどの学習の
際に，コンピュータやソフトウェアなどを
活用する。

【C 児童生徒の ICT活用を指導する能力】
C1 学習活動に必要な基本的な操作技能（文字

入力やマウス操作など）を児童生徒が身に
付けるように指導する。

C2 児童生徒がコンピュータやインターネッ
トなどを活用して，情報を収集したり，目
的に応じて情報や情報源を選択したりす
ることができるように指導する。

C3 児童生徒がワープロソフト，表計算ソフ
ト，プレゼンテーションソフトなどを活用
して，調べたことや考えたことを整理した
り，文章・表・グラフ・図などにわかりや
すくまとめたりすることができるように
指導する。

C4 児童生徒が自分の考えを発表したり，情報
を交換・共有して話し合いなどができるよ
うに，コンピュータやソフトウェアなどを

活用することを指導する。
【D 情報活用の基盤となる知識や態度について
指導する能力】
D1 児童生徒が情報社会へ参加するにあたっ

て自らの行動に責任を持ち，相手のこと
を考え，自己の権利と責任を理解し，ルー
ルやマナーを守って情報を扱う態度を身
に付けるように指導する。

D2 児童生徒がインターネットなどを利用す
る際に，社会的な行為や法令，ネット犯罪
などの危険を理解したり，健康面に配慮
して適切に利用したりすることができる
ように指導する。

D3 児童生徒が情報セキュリティの基本的な
知識を身に付けたり，パスワードを適切
に設定・管理したりするなど，コンピュー
タやインターネットを安全に利活用でき
るように指導する。

D4 児童生徒がコンピュータやインターネッ
トの便利さや学習面での有用性を理解し，
学習に活用したり，その仕組みを理解し
ようとする意欲が育まれるように指導す
る。

カリキュラムマップにおいては，科目の指導に
おける「主体的・対話的で深い学び」の実現のた
めの「ICTを活用した具体的な実践」と「カリキュ
ラムマップ上の関係項目」との関連を明示してい
る。筆者が担当する「教育原理」のカリキュラム
マップは資料⚒のとおりである。「教育史」「教育
課程論」「総合的な学習の時間の指導法」の科目に
おいても同様の教授法を採用している。

取組⚒：Pソフトウェアを使用した講義資料の
活用
授業の進行や学修の指示は全て P ソフトウェ

アを用いて行っている。タブレットを使用するこ
とで，スライド内の任意の部分を拡大することや
スタイラスペンによりスライドに下線やテキスト
等を記入することができる。講義資料は講義終了
後 PDF 形式に変換し TC ツール内の該当授業日
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のフォルダに格納している。紙媒体での資料配布
は行っていない。
ア 「学生の ICT 活用指導能力」を育成する観点
からの効果
学生は，受講を通じて，Pソフトウェアを活

用した教材の作成方法や使用方法に加え，タブ
レットの諸機能及び有効活用の方法を体験的に
学ぶことができる。

イ 課題
特になし。

取組⚓：各種ソフトウェア（Wソフトウェア，
表計算ソフトウェア，Pソフトウェア）による課
題作成
授業における課題（「授業内思考課題」及び「授

業の事前事後課題」）の配布及び学生からの提出
はすべてTCツールの課題管理機能を活用して実
施している。各課題は内容に応じて W ソフト
ウェア，表計算ソフトウェア，Pソフトウェアの
いずれかによって作成している。
ア 「主体的で対話的で深い学び」を促進する観
点からの効果
学生は授業の内外で学修した知識や技能

（ネットにおける情報，他者との意見交換を含
む）を活用して与えられた課題について思考・
判断し，自分の考えをまとめ，表現する過程を

通して，知識や技能を活用し一定の概念や理論
を構築する力や課題解決に必要な学力の三要素
を効果的に身に付けることができる。

イ 「学生の ICT 活用指導能力」を育成する観点
からの効果
学生は，Wソフトウェア，表計算ソフトウェ

ア，P ソフトウェア，TC ツールの使用や活用
方法に習熟することができる。

ウ 課題
学生によってファイル管理の方法の理解や各

ソフトウェアの使用に関する習熟の程度が異な
るため，一人一人の状況を的確に把握し必要な
説明，支援を行う必要がある。

取組⚔：OFツールによる意見集約及び意見共
有
OFツールは，比較的短い学生意見等の集約や

調べ学修，小テストの実施などに活用している。
学生への配信はTCツールの課題管理機能を使用
し一つの課題としてリンクを送信している。学生
の思考結果や意見を瞬時に集約，確認することが
できる。また，学生意見を表計算ソフトウェア等
を活用して必要な形に編集し，その後 PDF 形式
に変換し，授業内における教材として活用してい
る（資料⚓，資料⚔）。
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ア 「主体的で対話的で深い学び」を促進する観
点からの効果
学生は与えられた思考課題について思考し，

何をどのように書けばよいのかについて判断
し，結果を入力することで，思考力・判断力・
表現力を培うことができる。また，学生は意見
を提出した直後に他の学生の思考結果を確認す
ることにより，自らの思考の優れた点や気づか
なかった事項を認知することが可能となり他の
学生との対話による深い学びが実現する。

イ 「学生の ICT 活用指導能力」を育成する観点
からの効果
学生はOFツールの学修支援機能やその簡便

性，有効性を体験的に理解ことができる。また，
課題等の作成方法をはじめ，データの活用方法
を体験的に学修することができる。さらに，
TCツールによる配信の方法やその長所につい
て理解することができる。

ウ 課題
ソフトウェアの仕様上，学生の思考の分布に

ついてはグラフで瞬時に確認することはできる
が，個々の学生の意見をスクリーンで確認する
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場合には，フォントの大きさや行数等を画面の
幅に調整することが不可能であるため，回答
データを表計算ソフトウェアにダウンロードし
所定の様式に編集する必要がある。OFツール
で作成した課題をTCツールの課題管理機能を
利用して学生に配信した場合には，学生が OF
ツールで作成した課題を提出してもTCツール
の課題管理機能においては提出の記録が残らな
い。OF ツール単体で課題を作成した場合は，
「回答者に回答の編集を許可」する設定が可能
であるが，TCツールの課題管理機能を経由し
て課題を作成した場合は設定が不可能となる。

取組⚕：TCツールによる教材及び課題等の配
布及び学生が提出した学修成果物の共有
授業で使用する P ソフトウェアで作成した教

材及び参考資料は全て PDF 化し，P ソフトウェ
アの「ファイル」タブに設置した各授業日のフォ
ルダに格納している（資料⚕）。「授業内思考課題」
「授業の事前事後課題」「発展的な学修課題」につ
いては，TCツールの課題管理機能を活用して学

生に配信している。課題の配信通知は，その都度
TCツールの「一般」の部分に「投稿」として掲載
され，学生は容易に課題を確認することができる
（資料⚖）。授業者は各課題に文章による指示，課
題ファイル及び参考資料ファイルの添付，提出期
限の設定，提出課題に対するコメント等のフィー
ドバックを行うことができる（資料⚗）。学生が
提出した学修成果物は授業者側画面において提出
時間とともに一覧に掲載され，授業者が PC上で
簡単に確認することができる。学修成果物は TC
ツール上で表示が可能であり，学生の提出後ただ
ちに授業者がスクリーンに投影し授業資料として
使用することができる。各課題のファイルはスク
リーンに拡大して投影した際にすべての受講者が
文字を判別できるよう，一行の文字数を調整して
作成している。

ア 「主体的で対話的で深い学び」を促進する観
点からの効果
学生は①課題の確認，②添付資料の参照，③

関連情報の収集，④課題において指示された学
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修，④学修成果物の提出，⑤学修成果物に対す
る授業者からのフィードバックの確認を PC上
で完結することが可能であり，主体的に課題学
修に取り組むことができる。学生が提出した学
修成果物は授業者が即時にスクリーンに投影す

ることが可能であり，学生は自身の考えと他の
学生の意見等を比較するなどして対話的で深い
学びを進めることができる。
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イ 「学生の ICT 活用指導能力」を育成する観点
からの効果
学生はTCツールが PC 上で提供する課題管

理機能の実際を経験的に学ぶことにより，授業
における具体的な活用方法をイメージすること
ができる。

ウ 課題
課題についてはWソフトウェアあるいは表

計算ソフトウェアにより作成しているが，TC
ツールの課題管理機能に添付したファイルにつ
いては，オンラインのオフィスソフトウェアで
編集する場合は編集上の機能制限が生じるた
め，学生に必ずダウンロードして PCにインス
トールしたソフトウェアで編集するよう指導を
徹底しなければならない。

取組⚖：表計算ソフトウェアやWソフトウェ
アのファイルの共同編集機能を活用したグループ

内の意見交換及び協働的な課題解決
TCツールでは，表計算ソフトウェアやWソフ

トウェアを共同編集することが可能である。この
機能を活用して，次のような協働的な学修活動を
行っている。
①学生が複数のグループに分かれ，各メンバーが
学修課題のテーマについて思考し意見をまとめ
ワークシートに記入した後，他のメンバーと意
見を伝え合う。さらに，個々のメンバーが他の
メンバーの意見に対する疑問や批判的・改善的
な意見をまとめワークシート記入し授業者に提
出する（資料⚘，資料⚙）。

②学生が複数のグループに分かれ，各メンバーが
学修課題のテーマについて思考し意見をまとめ
ワークシートに記入した後，他のメンバーと意
見を伝え合う。その後，学修課題についてのグ
ループとしての意見を一つにまとめワークシー
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トに記入し授業者に提出する（資料 10）。

ア 「主体的で対話的で深い学び」を促進する観
点からの効果
学生は一連の学修活動を通じて，新たな知識

や概念を獲得するとともに，創造的思考力・批
判的思考力・判断力・表現力・課題発見能力等，
メタ認知能力，他者と協働して問題を解決する
力を向上することができる。

イ 「学生の ICT 活用指導能力」を育成する観点
からの効果
学生は一連の学修活動を通じて，クラウド上

のファイルのダウンロード・管理・添付方法，
表計算ソフトウェアやWソフトウェアの使用
方法（基本操作，共同編集機能），TCツールの
課題管理機能の活用方法（課題の作成，設定方
法，評価等のフィードバック方法等）に習熟す

ることができる。
ウ 課題

グループ内の意見交換の後，他のメンバーの
意見に対して疑問や批判的・改善的コメントを
書かせているが，苦手な学生も散見されるので
批判的思考力等の重要性について一層理解を深
める必要がある。グループ内の協働的な学修の
質については成員の意欲や基礎的な学力によっ
て左右されることもあるので，授業者は机間巡
視を行うなどして各グループの学習状況を把握
し，必要な支援・指導を行う必要がある。

取組⚗：WBアプリの活用
TCツールにおいてはWBアプリとの連携が可

能である。学生は付箋，矢印，色分けなどの機能
を使用して与えられた思考課題に協働的に取り組
むことができるため，授業において必要に応じて
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活用している（資料 11）。

ア 「主体的で対話的で深い学び」を促進する観
点からの効果
ホワイドボードの活用は，①思考過程の可視

化を伴う学修，②対話的・協働的な学修，③概
念理解・構造理解を深める学修，④振り返り，
メタ認知を伴う学修等に適しており，知識を活
用した概念形成，問題解決，新たな価値の創造
等の深い学びの実現に有効である。

イ 「学生の ICT 活用指導能力」を育成する観点
からの効果
学生は課題への取組を通じ，ホワイトボード

の基本的な機能を理解するほか，ブレインス
トーミング，KJ 法，マインドマップ，マトリク
ス等の思考ツールの活用の仕方に習熟すること
ができる。

ウ 課題
現段階では付箋を活用したブレインストーミ

ング，KJ 法，マインドマップの演習がほとんど
のため，今後はあらかじめ装備されているテン
プレートやオリジナルのテンプレートを活用し
た演習を試みる必要がある。また，本学が使用
している小中学校で活用されている付箋ソフト
ウェアについても理解を深め操作方法や活用方
法に習熟させる必要がある。

⚓ 成果の検証

⑴ ICT を活用した授業に関するアンケート（教
授者作成）による検証

授業における ICT 活用の成果を検証するため
に授業終了時にアンケートを実施している。2025
年度の「教育原理」受講した学生 52 名（社会福祉
学科，経営学科，デザイン学科，建築学科）を対
象に行った検証結果を質問項目順に示す。評価項
目は①とても良い，②まあまあ良い，③あまり良
くない，④まったく良くない の⚔段階である。

【EXCEL シート等を活用したグループ内の意見
交換演習について】

【文章評価及び主な改善意見】（原文のまま）
・班の意見をまとめる仕事を毎回やってもいいと
思いました。

・もっと，グループワークの時間が欲しい。
・みんなで同時に考えることが出来て楽しかっ
た。何を書いたらいいか分からない時に他の人
がどのような書き方をしているか確認して進め
ることができた。

・色などを使って部分的に課題を分かりやすくし
たり見やすくするなどの工夫は今後も続けて欲
しいなと思いました。

・班での交流のほかに全体でのExcel シートの共
有をしてもっと幅広く考えを共有する。

・色分けをする 賛成→赤 反対→青 など 色
で可視化すると全体の傾向が見やすくなると思
う。

・下のところに枠がある分，グループ内で出てき
た意見をまとめる事ができるのでよかったと思
う。

・共同編集する時，互いの意見に手軽にコメント
できるとまた違った結果出るかもと考えた。

・グループ内で共有してみれるため，意見をまと
めるときにやりやすかった

・班で話し合いなど意見交換を行う時に，⚒班同
時にやったりしたらおもしろいかなと思いまし
た。

・自分の意見を書きながら，相手の意見も見て比
較することが出来るため，とても良かったと思
います。

・相手の意見のここがいいと思うところに印をつ
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け自分にない意見を取り入れていくとよいと思
う。

・グループ内の意見がすぐに見られる点がよかっ
た。参考にできたり，早く見られことで深く疑
問について考えることができた。だが，他の人
のセルに書いてしまったり，消えてしまったり
と生徒側の慣れも必要だと感じた。

・他人との意見の交換で新たな考え方を発見でき
たため大変良かった。

【Microsoft Whiteboard を活用した演習につい
て】

【文書評価及び主な改善意見】
・ホワイトボードを活用することで，コンパクト
にまとまった意見がたくさん出て，まとまりを
作りやすいからこれからも活用していきたい。

・Excel シートと違い長い言葉ではなく短い言葉
グループ内のたくさんの意見を見れたり，似た
ような意見をまとめることができる。

・大人数で使って見ても面白いかもしれない。
・たくさん付箋を貼ったら，画面から見切れてし
まうこと。広角にすると付箋の文字が見えなく
なる。

・一つ一つのグループ人数を増やし規模を大きく
する。

・使い方が分からなかったので演習する前に使い
方を教えてほしかったです。

・意見を分類ごとに分けることができるのでわか
りやすかった。文章も長々とか書かなくていい
ので楽だった。

・課題を提示する時により明確な物を提示したり
決められたグループだけでなくシャッフルして

意見交換などをするといいと思います。
・特定の授業だけでなく，たくさんの授業で活用
していけば良い。

・班の人数を増やして大人数で意見をまとめられ
るようにする。

・付箋を使って行ったグループワークは，色んな
人の意見も見やすく色や，枠を囲って分けたり
できるのでグループワークを行いやすかった。

・付箋をまとめた時にどんな分類をしたか，わか
るようにタイトル的なのを付けるようにした
ら，他の班の人が見ても分かりやすい物になる
と思います。

・ふせんを使ってたくさんの考えを書き出した授
業は他の人の考えをすぐ共有することができて
自分にとってすごくいい機能だと思った。

・もっと使用していってもいいと思う。自分や班
の人の考えが端的にわかりやすく見れた。

・一人一人の意見を考えてから班で発表する時
は，もっと使ってもいいと思います。

・初めてホワイトボードの機能を使いましたが，
様々な使い方を出来るのでとても良かったと思
います。

・簡潔に自分の意見をまとめられたりほかの人の
意見をわかりやすく見れるから良いと思った。

・他のグループのを見れる時間がもう少しほし
かったです。ランダムに入ったグループに自分
の意見をちょこんと載せるのもおもしろいと思
います。

・利用に不慣れな学生もいるので，軽く操作方法
だけ説明するといいと思った。

・どれがなんの課題に対しての意見かをグループ
分けしておけるとよいと思った。

・すぐに意見が見られる点。相手の付箋を動かし
て，みやすくまとめたり，分かりやすく書き込
めるのが良かった。文章を書く前に自分の意見
を整理するのに使えると感じた。

・ただ書くだけではなく，議論や整理，共有の目
的を明確にすることによって無駄な操作を減ら
せると思う。
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【Teams の「課題」機能を活用した宿題の配信・
提出について】

【文章評価及び主な改善意見】（原文のまま）
・提出するものが多くて大変だったけど自宅学習
に繋がるのでとてもいいと思う。

・期限やお知らせなどもしてくれるので今後も続
けて欲しいなと思いました。

・後半まで teams の使い方と見方がよくわから
なくて課題が出てるか出てないかがよくわかっ
ていなかった。わかった今はとても良いと思
う。

・期限を短くして早めの提出をできるようにす
る。

・フォームは，やりにくかったがエクセルやワー
ドを使ったものは課題に取り組みやすかった。

・毎回お知らせなども課題として出されると，提
出しなくてもよいため，期限を経過した課題に
どんどん溜まって行く所が不便でした。

・フォームズでの課題になると提出済みにならな
いで，提出してないのかと焦ってしまうことが
あったので，ワードやExcel での宿題で自分が
添付する形式だとやりやすかったです。

・とても良いのですが，フォームズで行った課題
を提出しても，課題提出期限を超過したと表記
されてしまうので，改善してほしい。

・それぞれの学部によって違う宿題があったらお
もしろかったと思います。そしてその宿題につ
いて学部ごとに話し合うのも楽しいと思いま
す。

・リンクを貼り付けてそこに記入する形式の課題
は提出ボタンの押し忘れが発生すると思うの
で，リンクの貼り付け場所を課題機能の場所で

はなく他の場所に変えるとよりよいと思った。
・課題の提出期限に関して遅れたら出せないよう
にしたらよいと思う。

・特に使いにくさはなかったです。キャンパスク
ロスより使いやすい。

・課題で身につけたに力を書いておけば生徒が意
識的に取り組めると思った。

・量が多く大変なので週末をはさむときだけなど
にしていただけると頭に入りやすいです。

【Teams の「ファイル」フォルダへの授業データ
の格納・配布について】

【文章評価及び主な改善意見】（原文のまま）
・スマホがあればすぐに確認できるのでとてもあ
りかたいです。

・見やすくて，いっぱいファイルがあるので復習
しやすい。

・いつでも確認できてうれしい。
・たまにバグが起きるのでそこを修正した方がい
いのとどこに何が貼られているのかもっと見つ
けやすく分かりすくして欲しいなと思いまし
た。

・今のままでとても見やすいので今のままでいい
と思います。

・ファイルを課題に添付するとすぐ見やすくなる
のかと思う。

・グループを分けられていて見やすく，前授業で
のファイルもとても見やすかった。

・授業内容を見直せるため，とてもありがたかっ
た。また，回数ではなく，日付ごとにされてい
るのがわかりやすかった

・その日の授業の資料が添付されているので，振
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り返りやすくてよかったです。
・たまにトラブルが起きる程度なので，問題ない
と思います。

・自分の班のファイルが分かりやすいようにす
る。

・フォルダやファイルがたくさんあるからわかり
やすくまとめてほしいと思った。

・その日の授業のレジュメを授業が始まる前に格
納してもらえるとうれしいです。

・復習がしやすく，いつでも見やすい形なのでこ
のままでいいと思う。

・授業の振り返りや，欠席時の授業の確認で大変
助かった。今のままでいいと思う。

・どこになんのファイルがあるのかが少しわかり
づらかった。

・特に使いにくさはなかったです。最初はわかり

にくいので，説明があると嬉しいです。
・スマホで見やすいようにファイル名を短くする
といいと思う。

・毎回きれいに整理されてたためとても見やす
かった。

⑵ 授業改善アンケートによる検証
本学の教学マネジメントの一環として毎年「授

業改善アンケート」を実施している。ICTを活用
した授業改善の取組が，主体的・対話的で深い学
びにどのようにつながっているかが把握できる。
学修集団としては一つであるが，アンケートは社
会福祉学科及びその他の学科（経営学科，デザイ
ン学科，建築学科）の二つの区分で実施している。
回答学生数は社会福祉学科で 34 名，その他の学
科で 21 名である。
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【シラバスは授業時の説明や記述が適切でしたか。】（左：社会福祉学科，右：その他の学科）

【先生の話し方（言葉・声の調子等）は適切でしたか。】（左：社会福祉学科，右：その他の学科）



星槎道都大学研究紀要 第⚗号 2026

─ 262 ─

【先生は時間配分など，授業の進め方は適切でしたか。】（左：社会福祉学科，右：その他の学科）

【板書やパワーポイントの字や図の表現は適切でしたか。】（左：社会福祉学科，右：その他の学科）

【配布資料，教科書などの教材は適切でしたか。】（左：社会福祉学科，右：その他の学科）

【先生は学生の理解度を確認しながら授業を進めましたか。】（左：社会福祉学科，右：その他の学科）
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【授業の内容は興味や関心が持てるものでしたか。】（左：社会福祉学科，右：その他の学科）

【この授業の内容は理解できましたか。】（左：社会福祉学科，右：その他の学科）

【先生は熱意を持って授業に臨んでいましたか。】（左：社会福祉学科，右：その他の学科）

【この授業は全体的にどの程度満足していますか。】（左：社会福祉学科，右：その他の学科）



【主な文章評価】（原文のまま）
（社会福祉学科）
・私は教職専攻ではなく教育の知識がほとんどな
かったが，先生の授業が分かりやすく興味を持
てるような授業であったことや，グループワー
クなどで自分の意見，考えを話し合う機会も多
かったため，とても理解することができたと思
う。

・人が多いながらも一人一人目を通していると
思っていて，それをこれからも続けて教職を目
指す人を支えてほしいと思いました。

・思考課題や，グループディスカッションのよう
な取り組みが多く，学生が勉強しやすいような
授業構成になっていた点が良かった。また，受
講者全員へに向けて，自分の意見を発表すると
いうのは現場に出るにあたって実践的な技能が
身につけられるところも良かった。

・自分たちで考える時間が設けられていて，考え
ることでより理解が深まりました。

・スクールソーシャルワーカーを目指す私にとっ
て，少し難しく感じた。ただ，先生の授業方法
などがとても取り組みやすかった。

・課題が多すぎて大変だった。
・授業内容が難しく，理解するのに苦労した。
（経営学科，デザイン学科，建築学科）
・自分の意見や考えを深めたり述べたりすること
でインプットとアウトプットが活かされてい
た。教員を目指す自分がどれだけ知識が足りな
いかがはっきりできた授業になった。

・とてもわかりやすい授業で，学ぶ意欲が出まし
た。

・考えてみんなの前で発表する機会があったた
め，人前で話すのは苦手だったが，少し話すこ
とができるようになったとおもう。

・先生が毎回生徒同士で考える時間をくれるので
とても印象に残りやすく楽しい授業でした。グ
ループワークなど，生徒が自分で考えて進める
授業が良かった。

・人数が多くてもグループワークで話し合いがで
きたので深い学びに繋がった。

・一人一人が意見を出す授業はとても建設的に感
じたし，今後こういった授業が増えて前向きに
受けていきたい。

・自分で考える力がどんどん付いていくとともに
他人の意見を理解しようとする姿勢が身につい
た。

・アイスブレイクやホワイトボードなどを使った
意見交流があり，楽しく学べたのが良かったで
す。

・みんなと交流して意見交換できたことがよかっ
た。

⑶ 考察
上記二つの授業評価結果から，主体的・対話的

で深い学びの実現を目指した ICT 活用による授
業改善の取組は学生の評価が高く，学修内容の理
解の深化はもとより，学生の学修活動への主体的
参加意識の向上や他者との協働的な学修の重要性
の理解につながっていることが把握することがで
きる。

⚔ おわりに

VUCA の時代と称されるように，社会的な変
化が人間の予測を超えて進展し，複雑で予測困難
な時代を迎えている。社会における価値の源泉
は，社会資源の大量集約・集積，人工物の大量生
産・流通・消費・廃棄から，ディレンマ（矛盾），
コンフリクト（葛藤），トレード・オフといった難
問解決や人間関係等にシフトしてきている。一方
で，ICT技術の革新により人工知能の急速な発達
など，人類の生活のあらゆる場面でDXが進んで
いる。学校教育においても，こうした大きなポテ
ンシャルを有する先進技術を最大限有効に活用
し，次代を生き抜く児童生徒が，思いもよらない
リスクに対峙して問題を解決したり，思いがけな
いチャンスをとらえ新たな価値を創造したりする
ことができるよう，その改善・充実を図っていく
ことが求められている。G構想の急速な進展によ
り，すでに初等中等教育段階では，授業における
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DXが進行している。児童生徒の学習の延長線上
にある大学教育，とりわけその中核となる授業も
変革を遂げていかなければならない。この研究が
その一助となれば幸いである。

参考文献
旺文社（2025）．全国の高等学校における ICT活用実
態調査 ～インフラ整備に残る課題とAI 利用の
新たな可能性～

中央教育審議会（2021）．「令和の日本型学校教育」の
構築を目指して～全ての子供たちの可能性を引
き出す，個別最適な学びと，協働的な学びの実現
～（答申）

中央教育審議会教育課程特別部会（2025）．論点整理

文部科学省（2018）．教員の ICT活用指導力チェック
リスト

文部科学省総合教育政策局教育人材政策課，初等中
等教育局情報教育・外国語教育課（2020）．「学校
の ICT 環境整備の充実に対応した教員養成等の
充実について」（通知）

文部科学省総合教育政策局教育人材政策課，初等中
等教育局情報教育・外国語教育課，初等中等教育
局教育課程課（2020）．「教職課程における教師
の ICT 活用指導力充実に向けた取組について」
（中央教育審議会初等中等教育分科会教員養成部
会）の送付について（通知）

文部科学省文部科学省初等中等教育局修学支援・教
材課（2023）．義務教育段階における⚑人⚑台端
末の整備状況（令和⚔年度末時点）

「主体的・対話的で深い学び」を実現する ICT活用指導力の育成を目指した授業改善に係る実践研究

─ 265 ─



A Practical Study on Improving University Teacher-Training
Courses Aimed at Developing Teachers’ ICT Instructional

Competencies to RealizeʠActive, Interactive,
and Deep Learningʡ

NISHIZAKI Takeshi

Abstract

This study organizes and examines instructional improvement initiatives in a university
teacher-training program aimed at developing teachers’ ICT instructional competencies, which
are effective for realizingʠactive, interactive, and deep learningʡin school education.

Against the backdrop of the advancement of the GIGA School Initiative, the development of
ICT utilization skills at the teacher-training stage has become an urgent issue.

In this study, a curriculum map based on the Ministry of Education’ s Checklist for
Teachers’ ICT Instructional Competencies was developed and published, and instructional
practices emphasizing collaborative learning and the visualization of students’ thinking were
implemented through the use of various ICT tools.

As a result of these initiatives, improvements were observed in students’ active
participation in class and the promotion of dialogic learning, along with a deepened experiential
understanding of ICT instructional competencies.

Keywords: Active, Interactive, and Deep Learning; ICT Instructional Competencies; GIGA
School Initiative
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